
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
   
 
 
 
 
 
 
  

重伝建 先進地視察研修へ行ってきました 

１２月２日（日）に群馬県中之条町六合赤岩へ重伝建の先進地視察研修へ行ってきました。 

上条より１３名のご参加をいただき、当日は朝７時に観音堂前を出発し、１１時半に赤岩へ到着、

地元のガイド部会の案内で集落見学をしたあと、昼食をはさんで午後からは赤岩ふれあいの里委員会

との意見交換会を行いました。 

集落見学では、赤岩の歴史や文化、伝建制度における建物の修理事例など散策しながらご説明いた

だき、意見交換会では、委員会の組織形態や活動内容についてお話しをいただきました。 

＜集落見学について＞ 

・建物の修理（主屋や土蔵の外壁塗直し・ｱﾙﾐｻｯｼから木製ガラス建具への入替え・屋根葺替えなど）

や周囲の景観に合わせた車庫などの新築及び作り替え（外壁を板でつくるなど）が行われていた。 

・ゴミステーションやガードレールが景観に合わせたデザインになっていた。 
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 新年あけましておめでとうございます。 

昨年も様々な場面で上条組の皆様にご協力いただきました。心より御礼申

し上げます。本年もよろしくお願いいたします。 

今号では、重伝建の先進地視察研修の様子についてご紹介いたします。 

新築された車庫（上）とゴミ

ステーション（右）（周囲の

景観に合わせたデザイン） 
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↑赤岩集落の模型（立地が上条と似ている） ↑赤岩集落のまちなみ 

重伝建の先進地視察研修（群馬県中之条町六合赤岩） 



 ＜赤岩ふれあいの里委員会について＞ 

・重伝建の選定前に設立された赤岩の住民組織 

・下部組織として、養蚕部会・ガイド部会・食部会に分かれている 

・養蚕部会は、観光客用に養蚕を夏休みの時期に２回行っている 

・ガイド部会は、集落の案内を有料で行っている。今年は 25 回程度ガイドの依頼あり（例年より少な

い）。ガイド料２千円／回 

・食部会は、５月～１１月の土曜日に地区内の交流施設で食堂の営業を行っている。女性中心の会。 

・委員会としては、９月にふれあい感謝祭を開催。1,000 人以上の来場あり。飲食物の無料提供や、地

元野菜、物品、飲食物の販売など。養蚕、製糸体験。集落ガイド、昔語り、お楽しみ抽選会などなど。 

・２年に１度開催される「中之条ビエンナーレ」で町の至る所で芸術作品が展示される。赤岩地区も

これに協力し、伝建地区内にも作品展示され、多くの人が赤岩に訪れる。 
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撮影隊への お・も・て・な・し 

ドラマ撮影も順調に進んでいるよう

で、上条での撮影も回を重ねています。

寒い中の撮影を激励するため、上条組よ

り温かいほうとうが振舞われました。撮

影隊も大喜び。心も体もホッコリ温かく

なったことでしょう♪ 

今回の視察研修における意見交換会の様子 

養蚕部会による養蚕（左）と組紐制作体験会（右）の様子 

ふれあい感謝祭（赤岩ふれあいの里委員会の主催） 

中之条ビエンナーレ国際現代芸術祭（上・右） 


